
V皿.ナ シ ョナ ル バ イ オ リソー ス プ ロジ ェク ト(NBR)

1.ナ シ ョナ ル バ イ オ リ ソー ス プ ロ ジ ェ ク ト(ニ ホ ン ザ ル)の 活 動

平成19年 度 より、5年 計画で第2期 ナシ ョナルバイオ リソースプ ロジェク ト(NBRP)が 開始 された。NBRPは

実験研究のモデル となるマ ウスや ラッ トやシ ョウジ ョウバエな らびにイネや シロイナズナ等の動植物 、な らび に

ES細 胞な どの細胞株 を含めたバイオ リソースの うち、国が戦略的に整備 をすす める22件 が中核的拠点整備プログ

ラム として推進 されている。そのなかの一つに 「ライフサイエンス研究用ニホンザルの飼育 ・繁殖 ・供給」がある。

自然科学研究機構生理学研究所が中核機 関、霊長類研究所が分担機関 として、いわゆる 「ニホンザル ・バイオ リソ
ース(NBR)」 を推進 している。NBRは 病原微生物学的に安全で、健康な研究用ニホンザル を年間200頭 程度供給

す る体制の確立 を目標 としている。

霊長類研究所では官林キャンパス(第1キ ャンパス)か ら直線距離で約1キ ロ東 に位置す る善師野地区に第2

キャンパス(約76ha)と して、大型プロジェク ト 「リサーチ リソースステーシ ョン(RRS)」 を平成19年 度に開設

した。本事業は環境共存型大型放飼場 を設置 し、ニホ ンザルの社会行動等 の観察研究に資す るとともに、新たな研

究用ニホンザル を創出 ・繁殖 ・育成 し、全国の研究機 関に供給す ることを 目的とす る。環境 との共存を重視する本

キャンパスでは、敷地内の植生の保全 と、排水の処理に万全 を期 している。 とくに汚水はBODで5ppm以 下に処

理後、放飼場へ還元散布 し、敷地外には出さないシステムを構築 してい る。大型放飼場 はニホンザル の野生での生

息環境 を再現す るもので、今後の多様な霊長類研究の推進の核 となるものと期待 される。

RRSの 整備 にともなってNBRの 分担機 関として 「大型飼育施設 でのニホンザルの繁殖 ・育成事業」の課題 を推

進 し、全国へのニホンザル供給を実現するための、繁殖育成 を遂行 している。平成21年 度 に最後の大型グループ

ケージを設置 し、予定 した施設整備は完了 した。これで1式2条 の放飼場が3式 、育成舎1棟 、さらに3棟 のグル
ープケージが完成 し、母群総数350頭 のニホンザルの飼育が可能 となった。平成21年 度からNBRの 経費が補助金

化 され安定供給に向けた業務が本格的に実施 されている。 これまでNBR事 業は特別経費プロジェク ト(RRS)と

相互扶助事業 としておこなわれてきたが、RRSプ ログラムは22年 度で終了 した。21年 度 と22年 度 の経費で研究

基盤 の推進 とNBRの 規模拡大の位置づけとして、官林地区にそれぞれ1棟 のグループケージを設置 した。

2010年 度 と同様 、「血小板減少症」に関連 して処分 された動物 が相 当数 いたため、母群総数は228頭 まで減少 し

た。一方で、若齢 だった母群の成熟が進 んだため繁殖は順調に進んでお り、2011年 度の出生 ・育成個体は48頭 と

なっている。2010年 度は、血小板減少症の影響 で霊長類研究所か らの供給を停止 したが、2011年 度の供給数は41

頭に達 し、は じめて自然科学研究機構か らの供給分 を含 めたNBRニ ホンザル総供給数の半数 を占めるに至 った。

年度末の育成群総数は122頭 となってお り、現在合計350頭 のNBRプ ロジェク ト用ニホンザル を飼養 してい る。

2010年 度に実施 した人類進化モデル研究センターを中心 とした研究で、霊長類研 究所における 「血小板減少症」

はサル レ トロウイルス4型 が、自然科学研究機構における 「血小板減少症」はサル レトロウイルス5型 が原因であ

ることが明らかとなった。2011年8.月 よりNBRプ ロジェク トとして特定助教を雇用 し、人類進化モデル研究セ ン

ター、京都大学 ウイルス研究所 と連携 して 「血小板減少症」の発症機序 についての研究を進めるとともに、検査法 ・

診断法の改良を行 っている。

(文責:岡 本宗裕)

2.ナ シ ョナル バ イ オ リ ソー ス プ ロジ ェ ク ト(GAIN)の 活 動

GAIN:大 型類 人猿 情報ネ ッ トワー クの展 開

本事業は、平成14年 度に文部科学省の主導で発足 したナシ ョナルバイオ リソースプロジェク トの一環である。

研究開発施設共用等促進費補助金(ナ シ ョナルバイオ リソースプロジェク ト)事 業によるもので、補助事業の正式

名称は、「情報発信体制の整備 とプロジェク トの総合的推進」(大 型類人猿情報ネ ットワークの展開)で ある。英文

名称をGreatApeInfbrmationNetwork、 英文略称 をGAINと す る。

GAINは 、平成14年 度のフィージ ビリテ ィー研究に始まって、国内の大型類人猿の情報 を整備 してきた。 これ

までに 日本国内の類人猿3種(チ ンパンジー ・ゴ リラ ・オランウータン)の 全個体の登録を した。毎 日随時、出生 ・

死亡 ・移籍等の情報 について、最新版に更新 してい る。これは、国立遺伝学研究所のバイオ リソースに関す る情報

のウェブサイ トで一般に公 開されてい る。HP参 照(http://www.shigen.nig.acjp/gain/indexjsp)

GAIN事 業は、平成23年 度 も、従来 どお り、京都大学霊長類研究所 と野生動物研究セ ンターの両部局の共同運

営事業 と位置づ けた。平成23年 度に措置 された交付金額は年額960万 円で前年度 と同額である。落合知美、打越

万喜子の2名 の研究員を雇用 して実務にあたっていただいた。また、親事業である 「情報」を統括する国立遺伝学

研究所(小 原雄治所長)な らびに、その責任者である系統情報研究室の山崎由紀子先生か らは、っねに厚い ご支援

をいただいた。記 して感謝 したい。GAIN事 業の内容は以下のとお りである。事業代表者(課 題管理者)は 松沢哲

郎、経理担当者は上垣泰浩、事業参加者 は野生動物研究センターの伊谷原一や幸島司郎 ほか約20名 、事業協力者

は北里大学の吉川泰弘や東京大学の長谷川寿一ほか約15名 である。
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1)情 報の提 供

飼育施設 の個体群モニタ リングによ り、大型類人猿の死亡や 出生に応 じて適宜データベースを更新 した。平成

23年 度末の平成24年2.月20日 現在で、チ ンパ ンジー330個 体(53施 設)、 ゴリラ23個 体(10施 設)、 オランウー

タン53個 体(22施 設)が 国内で飼養 されている。

平成23年 度はチンパンジーの死亡4件 、オランウータンの死亡2件 、チンパンジーの出産4件 、ゴ リラの出産

1件 、チ ンパ ンジーの移動1件 があった。また新たに小型類人猿テナガザルについて も情報収集 をして、データベ
ースへの登録作業をすすめている。

2)各 個 体 の ゲ ノム ・行 動 情 報 ・形 態 情 報 の収 集

個 体 ご との生 年 月 日や 家系 情報 に加 えて 、DNA情 報 ・行 動 情報 につ い て も整備 をすす めて い る。グ ロー バルCOE

プ ロ グ ラム(生 物 の多様性 と進 化研 究 の ため の拠 点形 成 一 ゲ ノムか ら生態 系 まで:京 都 大学 ・阿形清 和 リー ダー)

と協力 して 、 「霊長 類 ゲ ノムデ ー タベ ー ス」 を作 成 ・公 開 してい る。(http://wwwgcoe.biol.sci.kyoto-u.acjp/pgdb/)ま

た3次 元骨格 標 本(CT画 像)をGAIN由 来 の類 人 猿12個 体分 につい て 「デ ジタル 形態 博物館(霊 長 類研 究 所資料

委員 会)」 で公 開 して い る。(http://www.pri.kyoto-u.acjp/dmm/WebGallery/)

3)飼 育施設 訪問 による情報収集

飼育施設 を訪問 して、直接の 目視 と担当者 との面談で、情報収集 をおこなった。平成23年 度 は、恩賜上野動物

園、鹿児島県平川動物公園、京都市動物園、釧路市動物園、熊本市動植物園、 札幌市 円山動物園、天王寺動物園、

東武動物公園、名古屋市東山動植物園、野毛山動物園、横浜市立金沢動物園を訪 問した。後述する熊本サンクチ ュ

ア リが平成23年 度 に発足 した。今後 は、チンパンジー飼育の国内拠点である同施設をGAIN事 業の基軸 にして、

国内外の動物 園等 との連携 をさらに推進す る。

4)死 体由来 ・生体 由来(非 侵襲)資 料 の配布

平成23年 度は、大型類人猿9個 体か ら非侵襲的な方法での試 ・資料の収集 をおこない、研究利用をサポー トし

た。当該飼育施設か ら死亡や出産情報の提供 を受 け、それを霊長類研究所資料委員会な らびに共同利用実行委員会

に情報提供す るシステムが確立 した。したがって情報提供はGAIN事 業であ り、実際のサンプル収集 と配付は、平

成22年 度発足 の 「共同利用 ・共同研究拠点制度」 としての霊長類研究所 で運用することとした。死亡個体の利用

を共同利用 ・共同研究制度 と連携 して促進す る体制が確立 しつつある。事業参加者である、西村剛、郷康広、今井

啓雄 の3名 の教員 らが中心 となって、非侵襲資料の共同利用研究 を推進 した。

5)広 報活 動 と成果公開

第27回 霊長類学会大会、第34回 日本分子生物学会年会、第14回SAGAシ ンポジウムで、研究者や動物園関係

者にGAIN事 業の広報 をした。平成22年 度からはGAINの ウェブサイ トに英語版を追加 した。平成23年 度 も引き

続き、世界に向けて 日本の大型類人猿の情報を発信 した。なお、米国オ レゴンで開催 された国際環境エ ンリッチメ

ン ト会議 に落合研究員 が参加 して、海外 の動物園関係者 と意見交換をおこなった。また、わが国のナショナルバイ

オ リソースのあ り方そのものを大所高所か ら議論す る場 として 「生物遺伝資源委員会」があり、年度末の平成24

年3月27日 に第14回 の会議 が東京で開催 された。代理委員 として、平成24年 度の霊長類研究所長 をっ とめるこ

とになった平井啓久が出席 した。

6)熊 本 サ ンクチ ュア リの発足

国内でチンパ ンジーを最 も多 く飼育 してい る熊本の 「三和化学研 究所チ ンパ ンジー ・サ ンクチュア リ ・宇土

(CSU)」 は、平成23年8月1日 をもって 「京都大学野生動物センター熊本サンクチ ュア リ(KS)」 に移行 し改名

された。民間の医学研究施設だったものが、京大が運営するサンクチュア リ施設 となっている。なお三和化学研究

所の厚意で平成19年8月1日 に発足 した寄附講座 「福祉長寿研究部 門」が平成23年 度 も継続 してお り、向こうさ

らに21年 間の継続が約束 されて財政的基盤の一部 となってい る。平成23年 度末のKSの チンパンジー保有個体数

は50個 体である。なお、平成24年5.月15日 に民間医学研究施設か ら3個 体がKSに 導入 された。これ をもって、

日本 の医学感染実験チンパンジーはゼ ロになった。1998年 の時点で民間3施 設 に合計136個 体の医学感染実験チ

ンパンジーがいた。14年 間かかって、 日本のチンパンジーに対す る医学感染実験は廃絶 された。 その過程におい

て、GAINは 、個体情報 を整備 し、死後利用を促進す ることで生体利用 を抑制 し、医学感染実験をは じめ とするす
べての侵襲実験の廃絶に向けた主要な原動力 として機能 したといえる。

7)第3期 の予定

ナシ ョナルバイオ リソース事業の第1期(平 成14-18年 度)と 第2期(平 成19-23年 度)を 通 じて完成 した飼育

施設 と研究者 を結ぶネ ッ トワークや個体情報データベースを確保 しなが ら、さらなる充実をめ ざす。また、情報 を

基に した個体群管理 の提言、国際的な情報発信をお こな うことを 目標 とす る。 まず、これまでの努力を継続 して、

日本 が保有 してきた類人猿1000個 体(生 存個体 と死亡個体をあわせた総数)を 越 える固有の生物資源情報デー タ

ベースの充実を図る。具体的には、 「最新情報 の追加 ・更新」「個体情報の充実」「個体群の管理の提言」 「国際化の

推進」の4つ の作業をお こな う。大型類人猿の個体情報の整備 では 日本が世界的に見ても一歩進んだ状況 にある。

欧米 との協調 を図 り、韓国やマレーシアな ど近隣諸国とのあいだで大型類人猿情報を交換 し、アフ リカ を初め とす
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る 生 息 地 国 と の 協 調 を 図 る 。 情 報 と い う面 で 整 備 の 進 ん だ 、 日 本 独 自 で 世 界 的 に も 類 例 の な い ユ ニ ー ク な 生 物 資 源

情 報 の 提 供 を 第3期 のGAIN事 業 と し て 目 指 す 。

平 成23年 度 の 主 要 な 出 版 物 は 次 の 通 り。

MorimuraN,IdaniqMatsuzawaT(2011)TheFirstchimpanzeesanctuaryinJapan:Anattempttocarefbrthe"Su叩lus"of

biomedicalresearch,AmericanJournalofPrimatology,73:226-232.

(文 責:松 沢 哲 郎)
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